
Ⅰ　決算の状況 

1. 決算規模

歳 入 決 算 額

歳 出 決 算 額

歳入歳出差引額
（　形式収支　）
翌年度へ繰り越
すべき財源

実 質 収 支

単 年 度 収 支

積 立 金

繰 上 償 還 金

積 立 金 取 崩 し

実質単年度収支

（単位：千円）

1,666,762

434,266

337,441

189,730

1,175,601

令和７年度

30,987,462

28,904,179

2,083,283

28,025,074

26,429,190

1,595,884

363,388

▲ 214,164

357,594

300,827

0

1,435,977

▲ 777,556

1,232,496

令和7年度決算について

26,856,520 28,025,828 27,261,283

　 表－１　直近５か年の収支状況

区　　　分 令和３年度

416,521

令和６年度令和４年度 令和５年度

25,038,239 25,718,967 26,004,373

66 117

1,818,281 2,306,861 1,256,910

155,112 344,347 382,008

▲ 1,264,918 ▲ 850,727

1,663,169 1,962,514 874,902

▲ 2,055,438

▲ 295,663 299,345 ▲ 1,087,612

71

　当初293億2,000万円でスタートした予算は、11回の補正により13億6,142万円を増額す
るとともに、前年度からの繰越額14億3,817万5,000円を加え、最終予算現額は321億1,959
万5,000円となりました。
　歳入では、個人所得の増加による個人市民税や法人市民税の増加などにより、市税は増
収となりました。また、各種施策の推進に当たり、財政調整基金及び公共施設整備基金を
活用しました。
　歳出では、限られた財源を効果的かつ効率的に活用し、消防防災センターの完成によ
り、大規模災害にも迅速に対応できる体制を整備しました。また、鷲津中学校長寿命化工
事の完了をはじめ、「魅力ある湖西市をこどもたちへ」を市政運営の基本理念に掲げ、
「次世代へつなぐチャレンジ」の実現に向けた各種施策を着実に推進しました。

　令和7年度の一般会計は、
　　歳入　309億8,746万2千円（前年度 280億2,507万4千円）
　　歳出　289億　417万9千円（前年度 264億2,919万円）

となり、前年度に比べて歳入は29億6,238万8千円の増加（+10.6％）、歳出は24億
7,498万9千円の増加（+9.4％）となりました。
　歳入歳出差引額（形式収支）20億8,328万3千円から、繰越明許費の翌年度へ繰り越
すべき財源4億1,652万1千円を差し引いた実質収支は、16億6,676万2千円で、単年度収
支は、4億3,426万6千円となりました。
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969,326 1,150,138 967,943
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